
  

 

 
■第 2 期総合戦略の改訂  

新型コロナウイルス感染症の影響が本格化する前の 2020

年 3 月に第２期愛知県まち・ひと・しごと創生総合戦略※【計画期

間 2020～2024 年度】を策定しましたが、コロナにより人々の意

識・行動に大きな変化が生じ総合戦略の進捗にも一部影響が出

ているため、現総合戦略の 5 つの重視すべき視点に状況の変

化に対応する With/After コロナを見据えた取組の推進を横断す

る視点として加え、取組を追加・充実することで地方創生のさら

なる推進を図るとしました。 

 

 

 

●横断する視点の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

稲沢市ワクチン接種コールセンター0120-542-500 日曜日～金曜日(祝日を除く)午前 9～午後 6 時 
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●新名古屋競馬場(金シャチ競馬)は、4 月 8 日に弥富市に移転 OPEN！ ５７４席の観覧スタ
ンド(規模は縮小)を備え、コースは右廻りダート 周長１，１８０m 幅３０m スタンド前のホームスト
レッチは西日本の地方競馬場では最長となる２４０メートルと白熱したレースが開催されます。 
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新政あいち県議団  2204 

新！稲沢キャンペーンレディの皆さん インスタ inazawa_pr 
公開中 左から仲川暁実さん藤本麻矢香さん大崎祐実さん 

パッドック          ホースビューコリドー(馬道)    建物入口(パドック)側外観          建物コース側外観 

建物 1 階              2 階有料席         装鞍所                コース(馬場)夜景(ナイトレース開催！) 

総合戦略：5 つの重視すべき視点を踏まえた 6 つの基本目標を設定

し日本一元気で、すべての人が輝く、住みやすい愛知を目指して東

京一極集中にストップをかけ日本の発展をリードしていく取組を推進 

横断する視点の考え方 

総合戦略以降の人々の意識・行動の変化 

・地方移住への関心の高まり 

・キャッシュレス決済、オンライン会議などデジタル化の加速 

・カーボンニュートラル実現への世界的な関心の高まり 

 

意識・行動の変化を的確に捉え、愛知に新たな人の 

流れを生み出すため、３つをキーワードに取組を実施  

ヒューマン    デジタル     グリーン 

 

 

《横断する視点》 

《視点１》 

時代の流れを力にした産業革新・集積             

《視点２》 

人材を育て、生かす                        

《視点３》 

新たな魅力の創造と発信                     

《視点４》 

若い世代の希望をかなえ、誰もが活躍できる社会      

《視点５》 

バランスのとれた持続可能な地域づくり            

 

 ※STEP21 街宣では 2020.5～7 月に報告 



■第 2 期総合戦略の改訂ー取組の追加・充実 

追加した《横断する視点》による追加・充実項目(抜粋) 

ヒューマン 

●テレワークの普及による働きやすい環境づくりや地域の

魅力向上、住みやすさの積極的な PR 等により本県への新

たな人の流れを創出する。 

・あいちテレワークサポートセンターによる中小企業等のテレワーク導入・定着支援 

・半農半 X による多様な農業の担い手確保 

・三河山間地域等を対象とした首都圏での移住相談窓口の設置 

デジタル 

●DX の推進により地域の課題解決を図る。 

・中部国際空港島及びその周辺地域におけるスーパーシティー化、

県内市町村のスマートシティ化、自動運転・Maas、5G 等、先端技

術の社会実装に向けた取組 

・企業の DX 推進支援 

・デジタル技術を導入・活用できる人材の育成・確保 

グリーン 

●カーボンニュートラル実現に向けた取組の推進等を通じ

地域の活性化を図る 

・矢作川 CN プロジェクトの推進 

・アジア競技大会選手村後利用事業における街区全体で統一的

に木造・木質化を図るまちづくりプロジェクトの推進 

・環境面における優良取組事例等のデータベースを核とした SDGs

環境プラットフォームの構築 

 

●コロナを克服し愛知ならではの取組により日本の成長エ

ンジンとして引き続き発展をリードしていく。 

・STATION Ai を中核としたスタートアップへの支援 

・ジブリパークを核とした周遊観光の推進 

・名古屋駅のスーパーターミナル化や中部

国際空港の将来構想の実現に向けた取組 

■地域政策推進フォーラム 

連合愛知尾張南地協と西地協合同の政策推進フォーラム

が開催され、ICT 教育、公契約条例、教育環境の整備・充実、

生活困窮者の支援等について市町の取組等議論しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  さらなる飛躍につながる愛知ならではの取組   

 

 

明治大学ラグビー部の故北島忠治監督は                       大学スポーツは教育の一環として

勝ち負けよりも「前へ。」の精神を貫かれました。その点では甲子園は残念な思いでしたが 28 年ぶりのロッテ佐々木朗希投手

のパーフェクトには脱帽です。部活も難しい局面…未来へつづくまちづくりへ一生懸命働きます。愛知県議会議員 鈴木じゅん 

 鈴木です 

 鈴木です 

厳重警戒中です 
今少しの取組をお願いします！ 

斎藤よしたか参議院議員の事務所開き 山田まさかつ津島市長候補 まぶち紀明愛西市議候補 

 
 
 
 
 
 

KIMATA      SAITO       SUZUKI 
 

木全です 
星野です 

岡野です 

●稲沢市消防団員任命式 
愛知県では 10 年前に比べ消防団員数は 1600 人以上

の減少ですが県としての活動支援の新年度予算等報

告するとともに稲沢市の安心安全のため仕事を持ちな

がら昼夜を問わず活動している消防団の皆さんに感謝

を表しました。皆様のご理解とご支援をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 
 
●防災ボランティア稲沢総会 
県のコロナ対策予算や名古屋空港北西に整備する愛

知県基幹的広域防災拠点、ゼロメートル地帯における

広域的な防災活動拠点等を交えて顧問として挨拶しま

した。本年度も佐藤会長のもと、防災減災の啓発活動

を中心に会員の皆さんの資質向上にも取組ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ボーイスカウト愛知連盟尾張西地区年次総会 
ボーイスカウト振興愛知県議会議員懇談会会員として

あいち子ども・若者育成計画等を交えて祝辞を述べさ

せて頂きました。菊章スカウト顕彰記章授与等の前に

はボーイスカウト活動にご尽力頂いた恒川前教育長

に感謝状が則竹協議会会長から授与されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●稲沢 LC 防犯カメラ寄贈 
稲沢ライオンズクラブ(松原会長)のメインアクトで JR稲
沢駅東側ロータリーに防犯カメラを寄贈し加藤稲沢市
長、鷲野稲沢警察     署長をお招きして贈呈式を
行いました。また      式典終了後に豊田合成記
念体育館エントリオ     を見学させて頂きました。 

                       高性能防犯カメラ 

 

 

 

 

 

 

 
 

         

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【令和４年度当初予算規模】 伸率(％)  
一般会計 ４６８．１０億円 103.7 

特別会計 ２７１．１７億円 103.4 

企業会計 １９０．２４億円 107.5  
合 計  ９２９．５１億円 104.3 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


